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１．水の用途別の需要の見通しと供給の目標
(1) 目標年度

平成27年度目途
(2) 供給地域

淀川水系に各種用水を依存している三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫
県及び奈良県の諸地域

(3) 水の用途別の需要の見通し
◆ 水道用水 ： 約 97  m3/s
◆ 工業用水 ： 約 17  m3/s
◆ 農業用水 ： 約 6.6m3/s

(4) 供給の目標
近年の降雨状況等による流況の変化を踏まえた上で、地域の実情に即して安定
的な水の利用を可能にする
◆供給可能量
・近年の20年に２番目の渇水年の流況 ： 約 111m3/s
・計画当時の流況 ： 約 134m3/s

２．変更の経緯
S37. 4.27 水系指定
S37. 8.17 基本計画策定（水需給計画決定,高山ダム,長柄可動堰）
S39.10.16 一部変更（青蓮寺ダム追加）
S41. 7.19 一部変更（正蓮寺利水,室生ダム追加,高山ダム変更）
S43. 6.18 一部変更（一庫ダム追加,高山ダム,正蓮寺利水変更）
S47. 9.19 全部変更（水需給計画変更,室生ダム,一庫ダム,日吉ダム等追加）
S51. 1.13 一部変更（布目ダム追加）
S57. 8. 3 全部変更（水需給計画変更,日吉ダム,川上ダム等の追加・変更）
H 4. 8. 4 全部変更（水需給計画変更,天ヶ瀬ダム再開発,川上ダム等の追加等）
H 6. 1.28 一部変更（丹生ダム事業主体変更,比奈知ダム変更）
H13. 9.18 一部変更（丹生ダム,猪名川総合開発変更）
H21. 4.17 全部変更（水需給計画変更,川上ダム,天ヶ瀬ダム再開発等変更）

今回（予定)一部変更（天ヶ瀬再開発及び川上ダム変更、安威川ダム削除） 1
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淀川水系は、昭和37年４月に水資源開発水系に指定され、昭和37年８月に水資源開発基本計画(１次計画)が決定。
以降、４回の全部変更を経て、現在は平成21年４月に策定された第５次計画に至っている。
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１．淀川水系における水資源開発基本計画の概要



２．川上ダム建設事業 ～ 事業の概要 ～

【事業の概要】
◆目的
・洪水調節
・流水の正常な機能の維持
（既設ダムの堆砂除去のための代替補給含む）
・新規利水
◆工 期
（変更前）昭和56年度～平成27年度の予定
（変更後）昭和56年度～平成34年度の予定
◆事業費：約1,180億円

【事業主体】独立行政法人 水資源機構

【川上ダムの諸元】
位 置 ：淀川水系前深瀬川（三重県伊賀市）
型 式 ：重力式コンクリートダム
堤 高 ：84m
堤 頂 長 ：334m
総貯水容量 ：31,000千m3

有効貯水容量：29,200千m3

貯水池容量配分図
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川上ダム建設事業は、淀川水系前深瀬川に洪水調節、流水の正常な機能の維持（既設ダムの堆砂除去のための代替補給

を含む）及び新規利水を目的とする事業である。
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２．川上ダム建設事業 ～ 事業の経緯 ～

昭和56年 ４月 実施計画調査に着手

昭和57年 ８月 淀川水系における水資源開発基本計画の全部変更（新規掲上）

平 成 2 年 ４月 建設事業に着手

平 成 5 年 １月 事業実施計画認可

平 成 8 年 12月 損失補償基準の妥結（ダムサイトより上流）

平 成 9 年 ３月 水源地域対策特別措置法に基づく水源地域整備計画が決定

12月 損失補償基準の妥結（ダムサイトより下流）

平成11年 10月 事業実施計画（第１回変更）認可

平成16年 ６月 川上区（川上移転地）開村式

平成20年 11月 付替県道松阪青山線全線供用開始

平成21年 ３月 淀川水系河川整備計画策定

４月 淀川水系における水資源開発基本計画の全部変更（利水容量変更等）

10月 国土交通大臣コメント「平成21年度におけるダム事業の進め方について」

12月 新たな基準に沿った検証の対象事業に区分

平成22年 ２月 付替県道青山美杉線一部供用開始

９月 国土交通大臣が個別ダム検証に係る検討を指示

平成23年 １月 「川上ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場」設置

２月 事業実施計画（第２回変更）認可

平成26年 ８月 国土交通省が「川上ダム建設事業は継続」とする対応方針を決定

平成27年 ３月 事業実施計画（第３回変更）認可



西暦 発生年月 要因 

水文状況(枚方) 

被害状況 
 

2 日雨量 
(mm) 

 
最高水位 

(m) 

 
最大流量 
(m3/s) 

1885 年 明治 18 年 7 月 台風 
木津川 
総雨量 365 

(5.51) (4,280) 
淀川水系：死者(不明含)100 人、負傷者 21 人、全壊流失 1,635 戸、半壊流
失 15,705 戸、床上浸水・床下浸水 75,678 戸 

1953 年 昭和 28 年 8 月 前線 118 4.19 3,000 
京都府、奈良県、滋賀県、三重県：死者(不明含)386 人、負傷者 338 人、
全壊流失 610 戸、半壊流失 628 戸、床上・床下浸水 17,567 戸 

1953 年 昭和 28 年 9 月 台風 13 号 249 6.97 (7,800) 
大阪府、京都府、滋賀県、奈良県、兵庫県、三重県：死者(不明含)178 人、
負傷者 194 人、全壊流失・半壊 676 戸、床上・床下浸水 56,194 戸 

1956 年 昭和 31 年 9 月 台風 15 号 161 5.49 5,025 
大阪府、兵庫県： 
死者 1 人、床上浸水 17 戸、床下浸水 666 戸 

1958 年 昭和 33 年 8 月 台風 17 号 164 5.07 3,990 
大阪府、兵庫県、京都府、奈良県、滋賀県： 
死者(不明含)5 人、負傷者 8 人、全壊流失 7戸、半壊 29 戸、床上浸水 206
戸、床下浸水 1,359 戸 

1959 年 昭和 34 年 8 月 
前線及び
台風 

272 6.50 6,800 
大阪府、京都府、滋賀県、奈良県、兵庫県： 
死者(不明含)23 人、負傷者 29 人、全壊流失 152 戸、半壊流失 115 戸、床
上浸水 7,949 戸、床下浸水 44,103 戸 

1959 年 昭和 34 年 9 月 台風 15 号 215 6.69 7,970 
大阪府、京都府、滋賀県、奈良県、兵庫県、三重県： 
死者(不明含)47 人、負傷者 353 人、全壊流失 586 戸、半壊流失 1,312 戸、
床上浸水 9,927 戸、床下浸水 27,632 戸 

1961 年 昭和 36 年 10 月 前線 234 6.95 7,206 
三重県、滋賀県：死者(不明含)2 人、負傷者 4 人、全壊流失 5 戸、床上浸
水 520 戸、床下浸水 2,209 戸 

1965 年 昭和 40 年 9 月 台風 24 号 203 6.75 6,868 
大阪府、京都府、滋賀県、奈良県、兵庫県： 
死者(不明含)4 人、負傷者 106 人、全壊流失 248 戸、半壊流失 4,540 戸、
床上浸水 12,238 戸、床下浸水 58,501 戸 

1982 年 昭和 57 年 8 月 台風 10 号 231 4.65 6,271 
奈良県：死者(不明含)10 人、負傷者 12 人、全壊流失 24 戸、半壊流失 34
戸、床上浸水 5,573 戸、床下浸水 5,084 戸 

 
2013 年 

平成 25 年 9 月 台風 18 号 295 4.53 9,500 
大阪府、京都府、滋賀県、奈良県、兵庫県、三重県： 
死者（不明含）4 人、負傷者 31 人、全壊 10 戸、半壊 91 戸、床上浸水 2,211
戸、床下浸水 4,684 戸 

 

川上ダム地点における計画高水流量850m3/sのうち780m3/sの洪水調節を行うことにより、淀川本川及び木津川沿川の洪
水被害の軽減を図る。

・木津川上流域の戦後最大洪水である昭和28年台風13号は、上野地区の540haを浸水させるなど大きな
被害をもたらした。

・この被害の解消を目的として、上野遊水地、河川改修及び川上ダムを整備する。

上野地区の浸水実績図及び浸水状況
（昭和28年台風13号）

鍵屋の辻

淀川水系の主要な既往洪水一覧表（木津川流域に被害のあった洪水）

（出典）川上ダム建設事業の検証に係る検討報告書（H26.7）P2-29 「表2.2-2淀川水系の主要な既往洪水一覧
表」より木津川流域において被害のあった洪水を抜粋

（出典）川上ダム建設事業の関係地方公共団体
からなる検討の場（第１回幹事会）資料-5
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２．川上ダム建設事業 ～ 事業目的：洪水調節 ～

浸水面積 540ha

浸水戸数 200戸

湛水量 1600万㎥



前深瀬川及び木津川の既得用水の補給等流水の正常な機能の維持増進を図る。

また、高山ダム、青蓮寺ダム、布目ダム及び比奈知ダムの堆砂除去のための代替補給を行う。

・前深瀬川・木津川は、耕地に対する水源として
広く利用されており、川上ダム～上野地区に17井
堰あり、複雑な水利用が行われている。

・ダムが半永久的に機能するためには、有効な堆
砂対策を講ずることが必要であるため、木津川上
流のダム群（高山ダム、青蓮寺ダム、布目ダム、
比奈知ダム）におけるライフサイクルコスト低減
の視点から、既設ダムの水位を低下して効率的な
堆砂除去を実施するための容量として、必要な容
量を川上ダムに確保する。

（出典）一級河川木津川（指定区間）平成21年度第8回三重県河川整備計画流域委員会資料

（出典）淀川水系河川整備計画（平成21年3月31日） 5

２．川上ダム建設事業 ～ 事業目的：流水の正常な機能の維持 ～



三重県伊賀市の水道用水として、最大0.358m3/sの取水を可能とする。

伊賀市水道給水区域では宅地開発、工業団地・各種商業施設等の地域開発の進展により、水需給が逼迫している。また、伊賀市
水道の既存水源は、枯渇や水質の悪化などにより使用できなくなっている水源が多数存在する。

伊賀市水道（ゆめが丘浄水場）

これまで伊賀市の水道用水の水源
は、中小河川や小規模・老朽化した
井戸により確保されていたため流況
が不安定で、小雨の年は安定した取
水ができない状態であった。

小河川からの取水状況

井戸からの取水状況

伊賀市における地域開発の状況

宅地開発

（出典）伊賀市提供資料

供給地域 伊賀市

計画給水人口 ８６，２５１人（平成35年度予定）

水源 川上ダム

取水量 ０．３５８m
3
/s（≒30,900m3/日）

取水地点 伊賀市上野

計画給水量 ２９，９９２m3/日（日最大給水量）

管理棟

ろ過池

工業団地
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２．川上ダム建設事業 ～ 事業目的：新規利水① ～



伊賀市において現時点で確保されている水源は、表流水、地下水等であり、このほか、平成21年4月から川上ダムに参
画することを前提とした暫定取水が行われている。

伊賀市は将来の維持管理を考慮し、水質が悪化している水源等を中心に廃止・減量し、不足分を川上ダムで確保するこ
ととしている。

なお、ダム事業の検証において、利水参画者（伊賀市）に対してダム事業参画継続の意思・必要な開発水量を確認した
結果、計画通りの開発量で事業への利水参画継続である旨の回答を得ている。

※伊賀市堤供資料を基に作成

（出典）川上ダム建設事業の検証に係る検討報告書（H26.7）を基に作成
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豊水水利権

暫定豊水水利権（川上ダム）

水源量（建設中）

伊賀市所有水源（地下水等）

1日最大給水量(実績)

計画1日最大給水量

計画1日最大取水量

伊賀市水道 水需給状況

※水源量（建設中）は、伊賀市が参画している川上ダムの開発量
※伊賀市所有水源（地下水等）は、伊賀市が所有する水源量（実績取水量）の合計値
※2/20供給可能量は、「淀川水系における水資源開発基本計画（H21.4.17）」で示されている

近年の20年に2番目の規模の渇水時におけるダム等による供給可能量を示したもの
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２．川上ダム建設事業 ～ 事業目的：新規利水② ～

(m3/日)



工程を精査した結果、平成27年度から諸手続、各種補償、ダム本体工事、試験湛水に約８年を要し、平成34年度に事業
完了する予定。

（平成27年3月末時点）

※ 用地取得 本体関連付替工事

川上ダム建設事業の進捗状況

※付替県道については施行中の工事を含む

補償基準

用地取得(水没地)
（115ha）

家屋移転(水没地)
（40戸） 100%（40戸）

付替県道

（8.8km）

ダム本体及
び関連工事

仮排水トンネル

(H23.1完成) 試験湛水コンクリート打設

H8.12 一般補償基準妥結(ダムサイト上流)

H9.12 一般補償基準妥結(ダムサイト下流)

H12.3 青山町(現伊賀市)と公共補償協定締結

地権者との用地補償等に係る基準は全て妥結

99%（114ha）

基礎掘削

100%（8.8km）
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２．川上ダム建設事業 ～ 事業進捗状況① ～



事業箇所

凡　　　　例

至
　
大
阪

至
　
上
野

至　大阪

国
道
422号
線

付替県道松阪青山線

付替県道青山美杉線

種生地区

小川内地区

桐ヶ丘団地

阿保地区

至　津

至　津

青山町駅

青山羽根地区

木

津

川

伊賀市青山支所

水資源機構

川上ダム建設所

独立行政法人

L=3.9km

N

※現在道路管理者により通行止

工事
中区

間　
0.3
km

木津
川

9

現在、本体関連の調査・測量・設計を行うとともに、付替道路工事等を実施。

平成26年度末までに事業費約629億円を投資。

２．川上ダム建設事業 ～ 事業進捗状況② ～

平成25年12月 完了①付替県道松阪青山線
（要石大橋）

（平成20年11月17日

全線供用開始）

②付替県道青山美杉線

（供用開始前）

③付替県道青山美杉線（猫また大橋）

①
②

③

④

④付替県道青山美杉線（北野トンネル）

平成24年5月 完了



【事業主体】 国土交通省
【諸 元】

トンネル式放流設備 延長617m、内径10.3m
【場 所】

京都府宇治市槇島町（淀川水系宇治川）
【事業の概要】

◆目 的
・洪水調節
・水道用水の供給
・発電

◆総事業費：約430億円
◆工 期：（変更前）平成元年度～平成27年度

（変更後）平成元年度～平成30年度
◆現 状：トンネル式放流設備、付替道路工事等を実施

流入部

導流部

ゲート室部

減勢池部

吐口部

天ケ瀬ダム

施設概要

天ケ瀬ダムの再開発事業は、堤防の新設、拡築及び河道堀削などの一連の整備とあわせて、天ケ瀬ダムの放流能力の増強を行い、
下流宇治川や淀川の洪水被害の低減を図り、貯水池の効率的な運用により新たな水道用水の取水、年間を通じ安定した発電を可能
とすることを目的とするものである。

出典：国土交通省琵琶湖河川事務所ＨＰ 10

３．天ヶ瀬ダム再開発事業 ～ 事業の概要 ～



昭和29年 12月 淀川水系改修基本計画決定

昭和36年 1月 天ケ瀬ダム本体工事着工

昭和40年 4月 天ケ瀬ダム管理開始

4月 淀川水系工事実施基本計画策定

昭和46年 3月 淀川水系工事実施基本計画の改訂

昭和50年 4月 天ヶ瀬ダム再開発事業 予備調査着手

平成元年 4月 天ヶ瀬ダム再開発事業 建設事業着手

平成4年 8月 淀川水系における水資源開発基本計画全部変更（天ヶ瀬ダム再開発新規掲上）

平成7年 4月 天ヶ瀬ダム再開発事業の基本計画策定

平成10年 3月 工事用道路着手

平成13年 2月 淀川水系流域委員会発足

平成17年 7月 淀川水系5ダムについての方針公表

平成19年 8月 淀川水系河川整備基本方針策定

平成21年 3月 淀川水系河川整備計画策定

平成23年 3月 天ヶ瀬ダム再開発事業の基本計画一部変更（事業費、工期変更）

平成25年 6月 天ケ瀬ダム再開発事業起工式

平成26年 5月 天ヶ瀬ダム再開発事業の基本計画一部変更（工期変更）
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３．天ヶ瀬ダム再開発事業 ～ 事業の経緯 ～



過去の洪水被害

＊昭和28，34，36，40，57年、平成25年は、淀川水系全体の
被害実績

＊平成7年は、滋賀県のみの被害実績

※出典：淀川水系河川整備基本方針（S,28.9 台風13号～
S57.8 台風10号）

滋賀県災害誌（H7.5 梅雨前線）、消防庁HP（H25.9 
台風18号）

400m3/s放流

再開発後 1,140m3/s放流

流入量

再開発前 840m3/s放流
放流量アップ

ピーク流量の

低減効果

放流能力を増強し、ダムの治水容量をより効率的に活用することで、天ケ瀬ダムの洪水調節機能を強化する。
⇒ 900m3/sの放流能力を、1,500m3/sに増強

事業の効果

出典：近畿地方整備局事業評価監視委員会平成26年度第1回資料に加筆

発生年月 起因 被害状況

昭和28年 9月 台風13号
死者（不明者含）178人、負傷者194人、全壊流失・半壊676
戸、床上・床下浸水56,194戸

昭和34年 8月 前線および台風7号
死者（不明者含）23人、負傷者29人、全壊流失152戸、半壊
流失115戸、床上浸水7,949戸、床下浸水44,103戸

台風15号
死者（不明者含）47人、負傷者353人、全壊流失586戸、半
壊流失1,312戸、

（伊勢湾台風） 床上浸水9,927戸、床下浸水27,632戸

昭和36年10月 前線および台風26号
死者（不明者含）2人、負傷者4人、全壊流失5戸、床上浸水
520戸、床下浸水2,209戸

　昭和40年 9月 台風24号
死者（不明者含）4人、負傷者106人、全壊流失248戸、半壊
流失4,540戸、床上浸水12,238戸、床下浸水58,501戸

昭和57年 8月 台風10号
死者（不明者含）10人、負傷者12人、全壊流失24戸、半壊
流失34戸、床上浸水5,573戸、床下浸水5,084戸

平成 7年 5月 梅雨前線 床下浸水39戸、田畑埋没流出281.9ha

平成 25年 9月 台風18号
死者（不明者含）4人、負傷者24人、全壊流失10戸、半壊流
失・一部破損502戸、床上浸水2,211戸、床下浸水4,684戸

昭和34年 9月

天ケ瀬ダム洪水調節イメージ図

出典：近畿地方整備局事業評価監視委員会平成26年度第1回資料

洪水調節容量を
使い切ってしまう
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３．天ヶ瀬ダム再開発事業 ～ 事業目的：洪水調節 ～



宇治市、城陽市、八幡市、久御山町の3市1町に供給する水道用水を確保するために新たに水道容量を1,540,000m3増量し、現在の
天ケ瀬ダムからの取水量を0.3m3/sから0.9m3/sに増大する。

水道用水として天ケ瀬ダム再開発事業に参画している京都府に対して、平成26年5月の基本計画の変更について照会した際、事業
への参画内容に変更がない旨を確認している。

※出典：近畿地方整備局事業評価監視委員会平成26年度第1回資料

京都府営水道事業は、昭和39年に供給開始して以来順次給水
区域を広げ、このうち、宇治市、城陽市、久御山町、八幡市
の3市1町には、天ヶ瀬ダムを水源として給水を行っている。
人口増加と生活様式の向上に伴って水道用水の需要量も増大
しており、新たに51,840m3/日(=0.6m3/s×86,400s/日）の取
水を行う。

京都府営水道の水利権0.9㎥/sのうち0.6㎥/sが天ケ瀬ダム再
開発事業を前提とした暫定豊水水利権であり、今後も安定的
な確保が必要となる。

京都府の水道用水の確保

0

0.5

1

1.5

1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005

給水区域人口（宇治市、城陽市、八幡市、久御山町）

2010

水量（m3/s） 人口（万人）

日最大実績取水量

40

30

20

10

0

取水量0.9m3/s

取水量0.3m3/s

（年度）

天ケ瀬ダム竣工

(1965)

天ケ瀬ダム再開発事業

事業着手(1989)

天ケ瀬ダム再開発事業

予備調査(1975)

天
ケ
瀬
ダ
ム

再
開
発

水源

天
ケ
瀬
ダ
ム

京都府営水道事業の給水人口・取水量の推移

天ケ瀬ダム再開発
事業によって、より
効率的な貯水池運
用を図ることができ、
治水だけでなく利水
に活用できる容量が
拡大する。

効率的な貯水池運用
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３．天ヶ瀬ダム再開発事業 ～ 事業目的：新規利水 ～



2,040,232

2,435,208

4,869,602

6,389,734

7,503,925

9,966,056

12,622,070

13,820,544
14,385,499

13,972,322

14,690,907

13,612,728

12,628,520

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000

16,000,000

1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

電
力

量
(M

W
h
)

夏期ピーク時の電力消費量（関西）

年

発電最低水位を1.5m下げる(EL.68.6m→EL.67.1m)ことにより発電容量を確保し、夏期の喜撰山発電所の電力供給量を増量する。
なお、天ヶ瀬ダム再開発事業に参画している関西電力株式会社に対して、平成26年5月の基本計画の変更について照会した際、
事業への参画内容に変更がない旨を確認している。

・近年、夏期ピーク時の電力消費量に大きな変化はない。

電力消費量天ヶ瀬ダムの発電の仕組

天ヶ瀬ダム再開発事業により、洪水のおこりやすい夏場
の期間にも、より多くの水を喜撰山ダムに送ることがで
き、新たに約110MWの電力の供給が可能になる。

喜撰山発電所では、夜間に
余った電力を利用してポン
プで天ヶ瀬ダムの水を喜撰
山ダムにくみ上げておき、電
力が多く使われる昼間に水
を落として発電する。

※出典：近畿地方整備局事業評価監視委員会平成26年度第1回資料

需要 2,791
供給力 2,875
予備力 84
(予備率 3%)

（万kW）

水力 232

火力
1,687

揚水
375

新エネ
0.3

他社・融通
581  

原子力 0
今夏は、想定需要
2,791万kWに対し
て、供給力が不足
する厳しい状況で
あり、他社からの
応援融通受電をす
ることにより、予
備率３％を確保出
来る見通しである。

今夏の需給見通し
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３．天ヶ瀬ダム再開発事業 ～ 事業目的：発電 ～



○工程を精査した結果、平成27年度からトンネル式放流設備、付替道路工事等に約4年を要し、
平成30年度に変更。

事業進捗率（平成27年3月時点）

平成26年度迄 平成27年度以降

工事用道路
1.7km

橋梁架替
(新白虹橋)

トンネル式
放流設備

0.6km

0.26km 0.34km

1.7km
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３．天ヶ瀬ダム再開発事業 ～ 事業進捗状況① ～



○現在、トンネル式放流設備、付替道路工事等を実施
○平成26年度末までに事業費約249億円を投資

靖国寺

減勢池部

新白虹橋 導流部

吐口部

流入部

天
ケ
瀬
ダ
ム

ゲ－ト室部

L=77m
慨 成

工事中

凡 例

旧白虹橋

工事用道路
（現道拡幅）

①

③

②

④

①工事用道路（山王仙郷谷
線）

平成２４年７月 完了

②新白虹橋 上部工架設

平成２７年７月 撮影

平成２７年７月 撮影

平成２７年７月 撮影

③導流部 トンネル覆工

④流入部(前庭部) 水中バックホウ掘削
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３．天ヶ瀬ダム再開発事業 ～ 事業進捗状況② ～



旧の基本計画では、鉄塔の補強により対応する計画であったが、鉄塔基礎の減勢池部トンネル施工中の地
表面変位予測量が許容値を上回ることから、対策として鉄塔補強から鉄塔移設に変更した。

鉄塔への影響検討や鉄塔移設の設計・施工に長期間の時間を要することから、事業工期を見直した。

※出典：近畿地方整備局事業評価監視委員会平成26年度第1回資料

基本計画（現在）

基本計画（旧）

天ヶ瀬支線
No.13鉄塔

鉄塔補強で
対応

天ケ瀬ダム再開発放流設備縦断図

流入部 導流部 ゲート室部 減勢池部 吐口部

天ヶ瀬支線
No.13鉄塔

天ケ瀬ダム再開発放流設備縦断図

流入部 導流部 ゲート室部 減勢池部 吐口部

地質データ等を用いてFEM解析を実施したところ、許容値を超
過したため、鉄塔の移設で対応

移設
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３．天ヶ瀬ダム再開発事業 ～ 事業進捗状況③ ～



〇事業主体
大 阪 府

〇場 所
大阪府茨木市（淀川水系安威川）

○目 的
洪水調節（安威川の洪水防御

（茨木市、高槻市、摂津市、吹田市、大阪市））
流水の正常な機能の維持

〇諸 元
型式：ロックフィルダム
堤高：76.5m
総貯水容量：1,800万m3

〇総事業費及び進捗状況
約1,314億円
平成26年度末までの執行見込額 約 968億円

○工 期
昭和63年度～平成33年度（予定）

○現 状
ダム本体工事中

容量配分図

位置図

安威川ダム

18

４．安威川ダム建設事業 ～ 事業の概要 ～



昭和51年 4月 実施計画調査着手

昭和57年 8月 淀川水系における水資源開発基本計画（全部変更、安威川ダム掲上）

昭和63年 4月 建設事業着手

平成 9年 　12月 安威川ダム全体計画認可

平成11年 2月 大阪府建設事業再評価委員会の審議（事業継続）

3月 損失補償基準協定締結

平成16年 2月 大阪府建設事業評価委員会の審議（条件を付して事業継続）

平成17年 8月 大阪府の水源計画発表（安威川ダム日量７万m3→日量１万m3）

12月 大阪府建設事業評価委員会意見具申（事業継続）

平成19年 2月 河川整備計画策定

4月 安威川ダム全体計画変更認可

平成20年 4月 淀川水系における水資源開発基本計画（一部変更、安威川ダム 利水縮小）

平成21年 8月 大阪府戦略本部会議において、利水撤退方針決定「治水ダムとして継続」

平成22年 9月 ダム事業の検証に係る検討の要請

平成24年 2月 ダム事業の検証に係る検討の国への報告

6月 国土交通省として「補助金交付を継続」との対応方針を決定

平成25年 7月 安威川ダム全体計画変更認可

平成26年 3月 ダム本体工事着手
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４．安威川ダム建設事業 ～ 事業の経緯 ～



※出典：安威川ダム事業の検証に係る検討結果報告書
大阪府戦略本部会議

○平成13年3月時点では、大阪府営水道の水源確保量253万m3/日、安威川ダムで7万m3/日の
水道用水供給が計画されていた。

○平成17年8月に大阪府水源計画の見直しが行われ、大阪府営水道の水源確保量231万m3/日、
安威川ダム1万m3/日に下方修正された。

○その後、平成21年8月大阪府戦略本部会議において、今後の水需要予測に伴う水資源開発
の見直しがなされ、「水需要予測の見直しに伴い、既得水源量内での供給が可能となる
ことから開発中の安威川ダムから利水撤退」と決定された。
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４．安威川ダム建設事業 ～ 利水撤退 ～


